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   Ｇ０６Ｔ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ  15/00    １００Ａ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元オブジェクト表面上に２次元モチーフを投影するための方法であって、次のステ
ップを含むことを特徴とする方法。
―少なくとも１の‘２次元モチーフ上の原曲線’及び少なくとも１の３次元オブジェクト
上の投影曲線（600,800）の定義（但し、前記すくなくとも１の原曲線と投影曲線はそれ
ぞれ１の原点（Ｏ、Ｏ１、Ｏ２、Ｏ′、Ｏ１′、Ｏ２′を有している）；
―少なくとも１の投影比の決定（605,805）；
―２次元モチーフの点の選択（610,810）；
―少なくとも１の‘上記選択点の横座標’及び少なくとも１の投影比に基づく、少なくと
も１の‘選択点の投影の横座標’の決定（615,815）：
―前記選択点の縦座標及び少なくとも１の投影比に基づく、前記選択点の投影の縦座標の
決定（620,820）；
―少なくとも１の‘前記選択点の投影の横座標’により決められた少なくとも１の投影曲
線の点を含む縦平面の決定；
―選択点の投影の縦座標、前記縦平面と３次元オブジェクトの表面との交差、及び前記少
なくとも１の投影曲線に基づいて、３次元オブジェクトの前記表面上における前記選択点
の投影の決定（625,825）。
【請求項２】
　前記選択点の投影の縦座標は、選択点の縦座標と投影の第２の比率に基づいて決められ
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る（605、805）ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択点における
３次元オブジェクトの表面に、前記選択点における２次元モチーフにおける少なくとも１
の接線を投影するステップ（410）を有することを特徴とする請求項１と２のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項４】
　前記縦平面は、前記少なくとも１の投影曲線に垂直であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記縦平面は、基準面に平行であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか1項に
記載の方法。
【請求項６】
　前記縦平面は、３次元オブジェクトの表面に属する第２の投影曲線に基づいて選択され
た選択点の横座標の投影を含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか1項に記載の
方法。但し、前記縦平面は予め決められた方向により決められるものである。
【請求項７】
　前記選択点は２つの原曲線による２つの横座標により決められることを特徴とし、前記
選択点の投影は２つの投影曲線による２つの横座標により決められることを特徴とする請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　選択点の投影の縦座標は、特に前記選択点と‘選択点の２つの前記横座標により決めら
れる２つの原曲線の複数点’との距離の比により決められることを特徴とする請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　３次元オブジェクトの表面に２次元モチーフを投影するための方法であって、前記方法
は少なくとも１の２次元モチーフの第1点が請求項４の方法により前記３次元オブジェク
トの表面に投影されることを特徴とし、少なくとも１の２次元モチーフの第２点が請求項
５乃至８のいずれかの１の方法により前記３次元オブジェクトの表面に投影されることを
特徴とする方法。
【請求項１０】
　３次元オブジェクトの表面に２次元モチーフを投影するための方法であって、前記方法
は少なくとも１の２次元モチーフの第1点が請求項５の方法により前記３次元オブジェク
トの表面に投影されることを特徴とし、少なくとも１の２次元モチーフの第２点が請求項
４、６、７、８のいずれかの１の方法により前記３次元オブジェクトの表面に投影される
ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　更に、２次元モチーフの変換ステップを有することを特徴とする請求項１乃至１０のい
ずれか1項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記３次元オブジェクトはデジタル オブジェクト又は実物であることを特徴とする請
求項１乃至11のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか1項に記載の方法のステップを実施するように構成された
手段を含む装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１２のいずれか1項に記載の方法のステップを実施するように構成された
命令を含むコンピュータプログラム。


	header
	written-amendment

